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名
に
ょ
っ
亡
そ
の
世
次
を
別
っ
と
き
は
、
初
代
を
宗

刷
、
二
代
交
宗
玄
、
=
一
代
そ
智
関
、
四
代
を
永
晃
、

一
泊
代
を
活
良
、
六
代
を
永
久
、
七
代
を
永
敬
、
八
代

常
永
お
と
い
ひ
、
九
代
長
hm
に
奈
っ
て
大
に
省
宇聞出

し
た
。
長
久
初
名
虎
次
郎
、
後
九
左
衛
門

・
武
郎
右

衛
門
、
川
に
名
人
と
抑
制
せ
ら
れ
、
文
政
末
年
に
夜
。

次
代
九
左
衛
門
正
久
を
師
向
、
次
の
九
左
衛
門
正
久
も

亦
手
腕
精
妙
で
、
明
治
二
年
に
残
し
た
。

ヨ
コ
ギ
タ

横
北

江
泊
都
四
十
九
院
谷
に
回
す

吊
部
古
川
。

江
泊
志
別
に
、
『桜
江
。
文
政
七
年
明
山
抑

制
L
L
尚
、
続
穴
の
内
よ
り
骸
品
H

を
捌

m
m有
。
此

内
に
奥
形
の
土則
市
有
・り
。
色
背
L
。
骸
骨
・黙
と
も

に
山
頂
に
臨
む
。
』と
い
ひ
、
江
沼
郡
獄
記
に
は
、『杭

出
村
部
の
山
守
子
細
あ
り
て
崩
す
こ
と
あ
り
し
に
、

前
代
の
指
と
見
え
て
県
桜
子
甚
だ
丁
山
a

な
り
。
急
な

ろ
山
の
牢
阪
よ
り
縦
穴
に
長
〈
掘
り
行
き
、
拠
守
六

七
尺
併
も
丸
〈
石
に
刻
み
、
石
郭
の
形
や
-
な
せ
り
。

如
此
腕
四
五
ヶ
厨
も
あ
り
亡
、
共
細
工
の
裂
な
る
こ

と
一
朝
一
夕
の

mに
あ
ら
ず
。
』
と
し
て
、
人
骨

刀

剣
・柿
公
開
守
脅
出
し
た
る
こ
と
を
叙
す
る
。

ヨ
コ
ギ
h
F
イ
シ

獄
北
石

江
泊
郎日刷
出
か
ら
援

す
る
石
材
。
石
一
先
制
而
岩
間
H
凝
灰
岩
で
、
灰
白
色
石

以
巾
に
草
色
物
質
の
斑
紋
が
あ
り
、
株
自
で
硬
い
。

ヨ
コ
ギ
h
F

グ
チ

横
北
口

江
泊
州
州
都
北
の
方
面

中一
い
ふ
。
羽
合
後
授
が
年
不
詳
十
月
九
日
附
で
、
そ

の
悶
円
剛
山
新
四
郎
に
奥
へ
た
感
紋
に
、『
去
且
四
日
於

加
賀
凶
江
泊
郷
杭
北
口
合
戦
』
と
あ
り
、
文
同
日
附

野
村
七
郎
rA
郎
へ
の
感
献
に
も
間
関
仙
の
加
が
あ
る
。

ヨ
コ
キ
h
F
ゴ
ウ

横
北
郷
江
沼
却
に
在
っ
た
。

舷
諒
軒
日
銀
長
官
千
二
年
九
且
サ
六
日
に
、『
材
泥
院
加

賀
凶
杭
北
郷
m
M
本

thm藤
御
附
致
訴
訟
之
州
有
之
云

。々
』
な
ど
多
〈
見
え
る
。
江
泊
志
稿
に
、
絞
北
か
ら

大
土
ま
で
を
円
相
北
郷
と
い
ふ
と
あ
る
。

ヨ
コ

ヨ
コ
ジ
ト
ウ
ス
ケ

横
地
積
助

初
め
て
前
川
利

家
に
仕
へ
た
。
そ
の
子
沼山市冊
に
附
鎚
す
ろ。

ヨ
コ
ジ
マ
サ
Z
チ

横
地
正
路

辺判明
小川
田
次
・伊

左
術
門
。
一
止
徳
五
年
文
民
十
郎
政
M
m
の
也
知
一
一百
行

を
製
ぎ
、
組
外
に
列
L
、
曾
腕
裕
行
と
な
り
、
天
文

}
此
年
緊
仙
川
附
物
則
前
と
し
て
百
石
特
加
へ
ら
れ
、
妊

手
四
年
六
十
四
厳
守
以
て
加
配
し
た
。

ヨ
コ
ズ

Z
ダ
エ

績
住
谷

石

川
郡
訟
の
内
に
あ

っ
て
、古
へ
秘
佐
向
左
衛
門
が
阿
佐
し
た
防
と
い
ふ
。

ヨ
コ
生

織
田

鹿
島
郡
熊
木
院
に
邸
す
る
部
結
。

久間
騨
加
夫
部
阿
良
加
志
出
古
利
枇
刊
剛
氏
拙
三
年
の
放

努
紋
に
柿
川
里
と
見
え
る
も
の
是
で
あ
る
。

ヨ
コ
タ
ニ

横
谷

口九

河
北
部
湯
沼
郷
に
却

す
る
部
wm
。

ヨ
コ
h
M
ニ
生
ウ
ゲ

横
谷
峠

H
H
タ
ン
河
出
制

円
相
谷
の
郎
官
同
か
ら
、
越
巾
聞
紙
技
榔
に
入
ろ
凶
界
の

峠
。
世
間
さ
抗
二

O
米。

ヨ
コ
ジ
コ
ヘ
エ

横
地
小
兵
衛

総
中
守
山
に
於

い
て
前
川
利
長
に
仕
へ
、
二
一
白
石
一
宇
一
山
領
し
た
。
子
孫

桐
繕
い
で
掛川
に
仕

へ
ろ
。

ヨ
コ
ジ
ゼ
ン
安
ロ
ウ

横
地
警
九
邸

前
川
利
家

に
仕
へ
て
百
三
十
石
脅
節
し
た
。
子
孫
椛
に

mm世す

る。
ヨ
コ
ギ
主
シ
ョ
ウ

様
北
庄

江
泊
仰
に
在
っ
た
。

永
平
元
年
日
記
に
、
林
光
院
領
加
到
附
杭
北
庄
と
あ

る。

別
羽
に
航
北
郷
と
い
ふ
も
之
に
同
じ
い
。

ヨ
コ
ギ
主
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

横
北
白
山
紳
社

江
初
出
納
秘
北
に
在
る
。
式
内
等
部
批
犯
に
、『締
北
白

山
制
社
。
松
柏
村
銀
座
。
柿
北
一

郷
之
惣
副
也。
』と

あ
る
。

笈
惣
紀
問
に
は
抗
北
枇
と
し、

今
は
由
山
跡

祉
と
い
う
て
ゐ
る
。

ヨ
コ
ジ

検
地

軒。

川
崎
奈
川
川
原
川
郷
に
邸
す
る
郎

ヨ
コ
ハ

?
Y
H
'
モ
ト

横
沼
茂
元

泊
綿
宇
野。

初
め
山
中
友
兵
衛
。
見
永
」
l
九
年
前
川
利
市
に
仕

へ

て
、
的

V-J-人扶
持
・
百
一
泊
十
山
山
を
受
け
、
正
保
一一一

年
裂
。

子
孫
相
続
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ヨ
コ
ハ
マ
ナ
Z
エ

横
漬
波
江

主
英
の
子
。
領

千
ず
一
十
一
れ
。
天
保
六
年
六
月
六
日
行
歩
に
出
た
ま
L

N
ら
な
か
っ
た
の
で
、
所
々
咋
J
抑
わ
た
に
江
泊
四
柑
那

谷
附
廷
に
務
見
し
た
が
、
郎
容
凡
ベ
て
別山聞
を杭附
い

た
の
で
、
八
月
十
一
日
知
行
脅
召
放
さ
れ
、

一
門
御

閉山に
な
っ
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
ハ
ル
ヒ
デ

横
涜
玄
芙
辺
抑
制
次
郎
・
抽出

江
・
那
-自
助
。
初
め
大
小
将
・
去
小
静
・
出
世
小
将
に
任

じ
、
貸
出
三
年
並
笑
勘
兵
衛
の
沼
知
抗
百
五
十
石
を

製
ぎ
、
明
和
五
年
御
使
番
か
ら
次
第
に
進
ん
で
定
香

川間
前
に
主
り
、
沈
政
七
年
抗
百
石
そ
加
へ

、
人
持
末

附
に
列
し
、
務
臓
を
鋭
、
文
化
三
年
四
月
廿
三
日
限

附
し
て
心
開
削
と
蹴
L
、
料
知
三
百
一
命
や
-
受
け
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
ヤ
ゴ
ン
ベ
Z

横
涜
屋
挺
兵
衛

金
裸

笠
鉾
欠
原
則
の
住
人
。
亭
保
九
年
に
生
ま
れ
、
文
化

ヨ
コ
テ
ン
マ
マ
チ

償
問
時
馬
町

金
保
の
川
名
o

y
h

融
九
年
地
子
川
則
的
説
許
附
に
、
制
似
川畑
町
と
見

え
る
の
は
、
今
の
円相川間山内町

・
市
出川
m
M
m
別
で
あ
る。

ヨ
コ
ハ
マ

横

涜

河

祐
部
井
上
庄
に
臨
す
る
部

u
n
o
 ヨ

コ
h
F
Z

ダ
キ

横
谷
議
石
川
郡
板
胎
飯
山
に

在
る
。
一
川
さ
三

O
米
許
。
苦
こ
の
拙
の
訟
に
不
動骨悼

の
布
保
が
あ
っ
た
と
も
、
又
は
不
動
明
王
が
委
を
到

し
た
と
も
似
へ
亡
、不
動
制
と
抑
制
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ヨ
コ
ツ
ツ

Z
チ
ョ
ウ

綴
目指
町

金
持
の
一
位
町
名
。

元
級
九
年
の
本
町
出
限
波
許
附
に
、
上
桜
町

・
下
刷出

向
・航
製
川
と
あ
っ
て
、
務
政
巾
は
本
町
で
あ
っ
た
。

十
刷
川
の
凶
に

約
い
た
今
の

下
腿
附
の
一
部
で
あ

ろ。

ヨ
コ
ミ

績
見
出
品
川
附
熊
木
院
に
凪
す
る
m
wmo

ヨ
コ
ミ
字
書
ウ
ゲ

横
峰
峠

H
Hム
キ

mm
川州山

下一川
A
HH

・
大
間
聞
か
ら
分
岐
し
て
、
朗
ハ
融
の
都
市
仰
に

主ヲ円
一峠
。

ヨ
コ
メ

横
目

御
杭
門
の
般
は
延
資
五
年
三
月

十
六
日
初
め
て
小口
説
勘
十
郎
訟
目白
・牢
凶
柏
田
佐
リ仕方
・

加
閉山屋
倒
兵
衛
玄
深
・弁
上
久
太
郎
長
氏
・中
村
久
左

衛
門
・限
=
一
郎
左
衛
門
疋
直
の
命
ぜ
ら
れ
た
そ
初
と

し
、
役
料
百
}
乱
十
石
中
」
受
け
、御
使
番
の
上
に
列
L
、

八
年
十

一
月
品
川
八
β
大
姉
阿
鍛
州
即
売
命
ぜ
ら
れ
、
制

後
大
日
明
回
の
こ
と
も
司
る
や
う
に
な
っ
た
o
こ
れ
よ

り
人
数
不
定
で
辿
約
し
た
が
、
平
保
元
年
七
月
七
日

開
制
井
茜
五
左
衛
門
の
称
役
ナ
る
に
及
ん
で

一
nu
断

絶
。

十
四
年
九
且
品
川
一
日
栂
加
五
左
衛
門
長
籾

・
小

寺
市
川
叩
左
山
一側
門
進
路

・
路
町
五
左
衛
門
蛾
昌
、
十
五

年
Z

一
且
十
三
日
償
ロ
次
郎
右
衛
門
俊
悦
が
命
ぜ
ら

れ
、
元
文
二
年
十
二
且
叫
五
日
油
削

・
山間
口
の
帥
町
役

に
及
ん
で
復
中
総
L
、
そ
の
後
天
明
二
年
十
二
月
什

八
日
行
山
由
一
郎
が
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
三
年
六
且
入

一

十
年
九
十
畿
の
降
、
滞
侠
か
ら
溢
老
技
持
米
中
，
仰
は

り
、
そ
の
後
何
批
憾
で
あ
っ
た
が
、
天
保
七
年
十
二

月
十
況
日
百
十
三
践
を
以
亡
府
政
し
た。

ヨ
コ

7
9ラ

様
枕
河
北
抑
井
上
庄
に
回
す
ろ

部
即
日
。ヨ

コ

マ
チ

横
町

金
持
の
白
川
名
。
野
町
一

hJ

目
か
ら
蛤
坂
祇
間
一
位
に
出
る
刷
の
小
路
で
、
E
判
即断
(

ま
で
は
牛
馬
の
迎
行
中
υ
す
ら
禁
じ
た
細
い
絡
で
あ
っ

た
。
今
の
成
泉
寺
の
地
に
玉
県
寺
の
あ
っ
た
時
、
'て

の
柿
町
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ヨ
コ
マ
チ

横
町

出
品
加
金
丸
の
内
の
小川
イ。

ヨ
コ
マ
ヘ
生
ウ
ゲ

横
前
峠

H
H
守
ィ
鳳
荒
川
附

古
山目
の
う
ち
諮
悲
坊
か
ら
、
お
自
の
う
ち
組
問
販
に

至
る
峠
。 八

九
二


